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「プレコンセプションケア推進に向けた工程表の策定について」及び「思春期 

 のこどもが安心して産婦人科を受診できる環境づくりのための調査研究結果に 

ついて」の情報提供 

 

 今般、こども家庭庁成育局母子保健課より標記の件について、本会に対して周知

方依頼がありました。 

プレコンセプションケアについては、こども家庭庁において、本年７月に「プレ

コンセプションケア推進に向けた工程表」を策定し公表いたしました。本工程表は、

「プレコンセプションケア推進５か年計画」に基づく各種取組を、関係省庁、関係

学会・職能団体、自治体・企業・教育機関等と連携しながら着実に推進していくた

めの具体的な方向性が示されるとともに、プレコンセプションケア推進に当たって

は、若い世代への情報発信の強化、プレコンサポーターの活用促進、相談体制の充

実などが盛り込まれております。 

また併せて、こども家庭庁が実施した、思春期のこどもが安心して産婦人科を受

診できる環境づくりに関する調査研究結果において、思春期のこども及び医療従事

者向けの各種資材がまとめられたことから、必要に応じてご活用いただくよう依頼

がありました。 

つきましては、貴会におかれましても、本件についてご了知いただくとともに、

プレコンセプションケアの普及・推進に向け、郡市区医師会及び貴会会員への周知

方ご高配を賜りますようお願い申し上げます。 

 

【添付資料】 

・プレコンセプションケア推進に向けた工程表の策定について（情報提供） 

・思春期のこどもが安心して産婦人科を受診できる環境づくりのための調査研究結

果について（情報提供） 



事 務 連 絡 

令和８年８月 14 日                          

 

公益社団法人日本医師会 

公益社団法人日本産科婦人科学会 

公益社団法人日本産婦人科医会 

公益社団法人日本小児保健協会  御中 

公益社団法人日本小児科医会    

公益社団法人日本看護協会 

公益社団法人日本助産師会 

公益社団法人日本栄養士会 

 

こども家庭庁成育局母子保健課                                                      

 

 

 プレコンセプションケア推進に向けた工程表の策定について（情報提供） 

 

 母子保健行政の推進につきましては、かねてより格段の御配慮を賜り厚く御

礼申し上げます。 

 本年７月９日に「プレコンセプションケア推進に向けた工程表」を策定し、

こども家庭審議会 成育医療等分科会において報告・公表いたしました。 

本工程表は、本年５月に、「攻めの予防医療に向けた性差に由来するヘルス

ケアに関する副大臣等会議」においてとりまとめられた「論点整理」に基づき、

昨年５月に策定した「プレコンセプションケア推進５か年計画」に基づく各種

取組を、関係省庁や関係学会・職能団体、自治体・企業・教育機関と連携して、

着実かつ積極的に実行していくために、今般、こども家庭庁において策定した

ものです。 

プレコンセプションケアの推進に当たっては、若い方たちが性や健康に関し

て正しい知識を得ることが、将来設計をする上での基礎になると考えていま

す。そのため、本工程表には、 

・若い方たちが興味・関心を持ち、正しい情報を入手できるよう、教育機関に

おける取組や SNS等を活用したさらなる積極的な情報発信 

・本年１月から養成を開始したプレコンサポーターが、自治体・教育機関・企

業等において活躍できるよう、専門人材リストの作成を検討 

・プレコンセプションケアに関する相談の窓口について、医療機関等のリスト

を作成と、相談窓口の周知を図る自治体の支援 



などを盛り込んでいます。 

つきましては、本工程表を御参照いただき、必要な方が適切な支援に円滑に

つながるよう、企業・自治体・教育機関等でのプレコンセプションケアの取組

にご協力いただけますようお願いするとともに、会員へのプレコンサポーター

養成講座の受講を促していただくようお願い申し上げます。 

 

 

【照会先】 

こども家庭庁成育局母子保健課 

TEL：03-6862-0413 

E-mail：precon@cfa.go.jp  
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プレコンセプションケア推進に向けた工程表 

 

Ⅰ．背景と経緯 

〇 「プレコンセプションケア」とは、性別を問わず、適切な時期に、性や健康に関する正しい知

識を持ち、妊娠・出産を含めたライフデザイン（将来設計）や将来の健康を考えて健康管理を

行う取組である。 

 

〇 こども家庭庁においては、「成育医療等の提供に関する施策の総合的な推進に関する基本

的な方針」（令和５年３月 22 日閣議決定。以下「成育医療等基本方針」という。）に基づき、プ

レコンセプションケアに関する取組を推進してきた。さらに、「経済財政運営と改革の基本方針

2024」（令和６年６月 21 日閣議決定）において、「プレコンセプションケアについて５か年戦略

を策定した上で着実に推進する」こととされたことを踏まえ、「プレコンセプションケアの提供の

あり方に関する検討会～性と健康に関する正しい知識の普及に向けて～」を立ち上げ、令和

７年５月に「プレコンセプションケア推進５か年計画」を取りまとめ、あわせて、PDCA サイクル

を回しながらプレコンセプションケアの取組を推進していくため、以下の目標を設定した。 

 

（目標） 

・ 若い世代におけるプレコンセプションケアの概念の認知度 80％ 

・ プレコンサポーターの人数 ５万人以上 

・ 自治体（都道府県・指定都市・中核市）における性と健康の相談センター事業の実施率 

     100％ 

   ・ 企業におけるプレコンセプションケアに関する取組の実施率 80％ 

・ 若い世代における一般的な相談窓口（自治体等における性と健康の相談窓口や地域の 

医療機関、大学等内の保健管理センター等）の認知度 100％ 

・ プレコンセプションケアに関する専門的な相談ができる医療機関数 200 以上 

 

〇 国では、関係省庁の緊密な連携の下、本計画に基づき取組を進めているが、１年間の取組

を通じて、様々な課題等も明らかになってきている。このため、課題に対応しつつ、着実に目

標を達成するべく、以下の３本の柱で、プレコンセプションケア推進に向けた具体的な工程表

を策定した。計画に掲げた取組を推進し、目指すべき地域社会を実現するために、令和 12 年

までの５年間で集中的に実行していく。 

 

（３本の柱） 

・ 性や健康に関する正しい知識の普及と情報提供 

・ 相談支援の充実（一般相談） 

・ 相談支援の充実（専門相談） 

 

Ⅱ．性や健康に関する正しい知識の普及と情報提供 

１．広報事業による普及啓発 

〇 国民が、プレコンセプションケアを実践するためには、適切な時期に、性や健康に関する正

しい知識を持つことが重要である。そのため、令和７年度はプレコンセプションケアの取組の
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必要性を含め、プレコンセプションケアに関する幅広い内容の広報資材を作成し、Web サイト

「はじめよう プレコンセプションケア」を開設する等、様々な媒体を通じて周知を行った（別紙

参照）。 

 

〇 また、広報資材の作成にあたっては、プレコンセプションケアの広報に関する実態やニーズ

を把握するため、当事者（高校生、大学生、社会人）からのヒアリングを実施した。その他、シ

ンポジウムの開催や教育機関におけるプレコンセプションケアをテーマとした特別授業の実

施※１などにも取り組んできた。 

 

※１ 神山まるごと高専（徳島県）にて行われた特別授業（令和７年 11 月） 

「同世代の 10 代にプレコンをどう伝えるか」をテーマに、チームごとに提案を行うワークショップを実施 

 

〇 しかしながら、令和８年３月にこども家庭庁において実施した認知度調査では、若い世代※２

のプレコンセプションケアの認知度は約 15％にとどまっており、認知度向上に向け、更なる取

組が必要な状況である。 

 

※２ 「プレコンセプションケア推進５か年計画」においては、若い世代はおよそ 30 代以下を目安としている。 

 

 （今後の取組） 

〇 令和８年度以降は、SNS 等を活用し、さらに積極的な情報発信を行うとともに、世代ごとの

ニーズに合った媒体の活用や、対象者が多く集まる場所での発信を検討するなど、プレコン

セプションケアに関してより気軽に情報を入手でき、興味・関心を持つことができるような工

夫・取組を行う。また、各ライフステージを通じて、知識を深める機会が定期的に設けられるよ

う、発達段階に応じた教材や企業での研修を目的とした資材を提供するなど、自治体や企業、

教育機関等、様々な主体においても情報発信が行われるような取組を行う。 

 

〇 あわせて認知度調査やアクセス解析等を実施し、 

・ 広報資材の閲覧数 

・ 広報資材を閲覧した者におけるプレコンセプションケアの理解度 

・ 若年者やその保護者の求めるプレコンセプションケアに関する情報 

等について検証し、広報手法について定期的に改善を行う。 

 

２．プレコンサポーター等の人材育成 

〇 国民がプレコンセプションケアを実践するためには、当事者のみならず、保護者や家族、所

属する教育機関、企業、自治体等において、周囲の者がプレコンセプションケアの必要性や

その取組を理解することが重要である。 

 

〇 令和７年度は、性や健康に関する正しい知識の普及を行い、健康管理を行うよう促す人材

を「プレコンサポーター」と定義し、その養成のために、プレコンサポーター養成講座※３を開講

した。開講に際しては、各省と連携し、自治体・企業・教育機関等に対し、周知を行った。 
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※３ プレコンサポーター養成講座 

・ e ラーニング形式（オンライン受講）で実施 

・ 16 歳以上であれば誰でも受講可能な基礎編と、基礎編を修了した専門職のみが受講可能なアドバンスト編を

開講 

・ 基礎編（必修講座８講座、任意講座 10 講座）とアドバンスト編（必須講座６講座）で構成 

・ 講座終了後に、修了テストを実施し、合格者に「修了証」を発行 

・ 修了者数は、基礎編：6,312 人、アドバンスト編：3,555 人である。（令和８年６月 30 日時点） 

・ プレコンサポーター向けの講演用資材等を作成 

 

〇 一方、プレコンサポーターの活用については、活用事例や活用できるサポーターを探すた 

めの情報が十分に整備されていない。また、プレコンサポーター側からも、具体的な活動方法

に関する情報が不足しているとの指摘がなされている。 

 

（今後の取組） 

〇 令和８年度からは、「性と健康の相談センター事業」の補助率の嵩上げの要件として、プレコ

ンサポーターの活用を位置付けている。今後、プレコンサポーターの活用の好事例の横展開

を図りながら、自治体における活用を推進する。 

 

〇 また、プレコンサポーター養成講座修了者を対象としたスキルアップ講座等を整備し、継続

的な能力向上を支援する。 

 

〇 さらに、自治体、企業、教育機関等におけるプレコンサポーター活用のニーズを把握するた

めのヒアリングを実施し、研修や出前講座の依頼がしやすくなるよう、専門人材リストの作成

を検討する。検討にあたっては、関係学会・職能団体等※４と連携する。 

 

  ※４ 日本産科婦人科学会、日本産婦人科医会、日本助産師会等 

 

〇 加えて、令和 10 年度を目途に、プレコンサポーターを探索・活用する手法を確立し、自治

体・企業・教育機関へ周知する。あわせて、研修や出前講座等の実施を支援することにより、

国民が、プレコンセプションケアに関する正しい知識に触れる機会を安定的に供給できる体

制の整備を目指す。 

 

３． 企業・教育機関・自治体等への展開 

（１）企業の取組 

〇 企業におけるプレコンセプションケアに関する取組を推進するため、プレコンサポーターに 

関する周知（前述）や、健康経営優良法人の認定を行う際の健康経営度調査にてプレコンセ

プションケアの認知度・取組状況を確認しているが、大規模法人部門において健康経営度調

査に回答している法人のうち、「プレコンセプションケアに関する取組」を実施している法人は

約 18％（令和７年度時点）にとどまっており、今後企業における更なる取組を推進することが

必要である。 
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〇 これまでの企業へのヒアリング等では、 

・ 企業において、プレコンセプションケアの具体的な取組が十分に共有されていないこと 

・ プレコンセプションケアの取組を実施することによる企業のメリットが明らかではないこと 

といった課題が指摘されている。 

 

 （今後の取組） 

〇 令和８年度は、企業におけるプレコンセプションケアの具体的な取組の横展開を図ることを

目的として、東京商工会議所の健康経営アドバイザーやエキスパートアドバイザー研修の学

習テーマに加えることを検討する。あわせて、企業におけるプレコンサポーターの活用等を要

件として、プレコンセプションケアを実施している企業に「プレコン宣言（仮称）」の実施を促すと

ともに、その内容を国のホームページ等で「プレコン宣言運動」として展開し、取組の一層の

普及を図る。 

 

〇 また、引き続き健康経営優良法人の認定を行う際の健康経営度調査において、プレコンセ

プションケアに関する認知度・取組状況の確認を行うとともに、健康経営優良法人認定やえる

ぼしプラス認定等の既存の取組との連携の可能性を検討する。さらに、現在検討中の「こども

とともに成長する企業構想」の認定の要素として位置付けることも含め、企業の取組の推進を

図る。 

       

（２）教育機関の取組 

① プレコンセプションケアに関する適切な理解に係る取組 

〇 小学校や中学校、高等学校等といった教育機関においては、こどもたちの発達の段階を踏

まえつつ、学校教育活動全体を通じて性や健康に関する指導が実施されている。プレコンセ

プションケアの取組を進めるにあたっては、これらの教育機関における取組と相補的に進め

る。 

  

〇 さらに、若年層のプレコンセプションケアに係る理解を一層推進する観点から、性や健康に

関して正しい知識を習得する取組について継続的に検討を行い、発達段階に応じた教材の

活用などにより、若い世代におけるライフデザイン（将来設計）や将来の健康を考えた健康管

理等の視点を踏まえた適切な資質・能力の育成を目指す。 

 

 ② 出前講座 

〇 教育機関においては、医師や助産師等の専門家を外部講師として活用したり、専門家と連

携して個別指導を行ったりするなどの取組が進められている。これらの実施にあたっては、教

育委員会、自治体の母子保健部局、性と健康の相談センターの相談窓口、学校医、地域の

医師等、関係機関・関係者が連携することで、より効果的な実施が期待される。 

 

〇 令和７年度には、プレコンサポーター養成講座の開始等について文部科学省と共に教育機

関や関連機関へ周知を図った。今後、こうした取組の一層の推進に向け、同年度に実施した

自治体アンケートの結果を踏まえ、令和８年度に教育機関へ取組状況のヒアリングを行うとと

もに、出前講座に関する先進的な取組事例や支援事例の周知などを行う。出前講座等の実
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施にあたっては、プレコンサポーターや、研修・出前講座等における講師の専門人材リストの

活用も想定される。 

 

③ 医療専門職の養成に係る取組 

〇 プレコンセプションケアに関する正しい知識の普及及び相談支援体制の充実を図るために

は、プレコンサポーターの養成に加え、専門職等が当該分野について十分に理解しておくこと

が重要である。 

 

〇 医師・看護師等の養成を行う大学・養成校等に対し、プレコンセプションケアに関する取組

の周知を図るとともに、専門職への知識の普及に向けた検討を進める。 

  

（３）自治体等の取組 

① 自治体職員等への取組 

〇 企業、教育機関等にプレコンセプションケアの取組を広げていくためには、まず国や自治体

の職員自身がその概念を正しく理解し、主体的に施策の企画・立案を行うことが重要である。 

 

〇 このため、令和８年度は、国の行政機関及び自治体の人事部門や企業・教育機関との関連

部門、医療保健部局等に対し、プレコンサポーター養成講座の受講を促す。あわせて、令和

10 年度以降は、その取組内容の見える化を促し、国及び自治体内部における取組の拡大を

図る。 

 

② 地方版推進計画 

〇 令和７年度に、都道府県及び市町村に対し、国の「プレコンセプションケア推進５か年計画」

も参考としながら、地域の実情に応じた「地方版推進計画」※５を策定し、計画的に取組を推進

するよう依頼した。 

 

※５ 既存のこども関連計画等に章を設けるなど、地域の実情に応じた柔軟な策定が可能。 

 

〇 各自治体において「地方版推進計画」に基づき、「性と健康の相談センター事業」を活用（Ⅲ、

Ⅳ相談支援の充実を参照）する等、プレコンセプションケアの取組を体系的に推進していくこ

とが期待される。 

 

Ⅲ．相談支援の充実（一般相談） 

〇 プレコンセプションケアに関する相談先については、自治体の「性と健康の相談窓口」をはじ

めとする窓口があるものの、若い世代における認知度は約 10％（令和８年３月時点）と低い。

また、人材不足等により、相談への対応方法や対応可能な時間等について、住民ニーズに

応じた柔軟な相談支援体制を構築できていないという指摘もある。 

 

〇 このため、「性と健康の相談センター事業」において、令和６年度に「医療機関等に委託する

プレコンセプションケアに関する相談支援加算」を創設したほか、令和８年度には、プレコンサ

ポーターの活用等を要件に補助率の嵩上げを実施するとともに、事業の実施主体に市町村
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を追加するなど、地域の実情に応じた相談体制の強化を図ってきた。 

 

〇 あわせて、思春期健康相談体制の整備のために、思春期のこども・保護者向け資材（産婦

人科受診チェックリスト・Q＆A）の作成や思春期のこどもを診察するための医療従事者向け

手引きの作成を行った。 

 

（今後の取組） 

〇 一方、医療機関等への相談業務の委託にあたっては、適切な委託先の選定を進めること 

ができるよう、令和８年度に、関係学会・職能団体等※６と連携し、協力可能な医療機関・助産

所リストの作成を検討する。 

 

  ※６ 日本産婦人科医会、日本助産師会等 

 

〇 令和９年度以降には、当該リストを活用し、医療機関等に委託する相談窓口の拡充を図る

とともに、若い世代を中心とした認知度向上に向けた広報について、自治体への支援を行う。 

 

〇 令和 10 年度以降は、窓口認知度向上に伴うニーズ拡大に対応するため、全ての指定都

市・中核市へ「性と健康の相談支援センター事業」の実施を促す。 

 

〇 さらに、思春期相談体制の強化に向けて、モデル事例を設定するとともに、性や健康に悩み

を持つ当事者の医療機関への受診のハードルを下げ、受診の促進につながるような方策を

併せて検討する。 

 

〇 これらの取組を通じて、若い世代が性や健康などについて悩みを持った際に、適切に相談・

解決できる体制の整備を推進する。 

 

Ⅳ．相談支援の充実（専門相談） 

〇 性や健康に関する相談支援においては、幅広い者を対象とする一般的な相談体制に加え、

医学的知見に基づく相談が必要な者に対する専門的な相談体制の整備が重要である。 

 

〇 専門的な相談については、基礎疾患のある者や、前回の妊娠で産科合併症や児の合併症

を経験した者に対する、医療機関等による専門相談等が想定されるが、その重要性に関する

認知は十分とは言えない。 

 

〇 こうした基礎疾患のある者に対する妊娠前の医学的管理については、高度な薬剤調整や、

厳格な医学的管理が求められる一方で、こうした専門性に対する評価が十分ではないとの指

摘がある。当該管理については、主治医において適切に行われるとともに、妊娠に向けた準

備が円滑に進むよう、産婦人科医との密接な連携も有用である。 

 

〇 また、こうした課題を踏まえ、令和６年度及び令和７年度においては、「性と健康の相談セン

ター事業」において、「基礎疾患のある妊産婦等への妊娠と薬に関する相談支援加算」及び



7 

 

「医療機関等に委託するプレコンセプションケアに関する相談支援加算」を創設し、専門相談

の充実を図ってきた。 

 

 （今後の取組） 

〇 令和８年度以降は、関係学会・職能団体等※７と連携し、妊娠と薬の相談に加え、基礎疾患

のある者や、前回の妊娠で産科合併症や児の合併症を経験した者への相談対応が可能な

医療機関リストの作成を検討するなど、専門相談体制の整備を進める。また、その活用を促

進するため、若い世代を中心とした周知のための広報を行う自治体への支援や関連施策と

の連携を図る。 

 

  ※７ 日本産科婦人科学会等 

 

〇 令和 10 年度以降には、全ての指定都市・中核市において、専門相談体制が整備されること

を目指す。 

 

〇 さらに、診療報酬における評価の必要性等も含めた検討に資するよう、支援の事例やエビ

デンスの整理等を実施する。 

 

Ⅴ．自治体・地域の取組への支援 

〇 自治体・企業・教育機関の取組に加え、国及び自治体内部の職員の取組が相互に連携し、

一体的に推進されることがより効果的な取組の推進につながると考えられる。 

 

〇 このため、令和 10 年度以降は、企業、教育機関等を巻き込みながら、周知啓発、相談体制

等の整備の取組を体系的に推進した上で、地域の実情に応じた先進的な取組を行う自治体

をモデル自治体として選定し、重点的な支援を行う仕組み（プレコンモデルシティ構想）の検討

を進める。 

 

〇 こうした取組を通じて、自治体・企業・教育機関が連携して施策を推進することにより、社会

全体として性や健康に関する正しい理解が深まり、必要な方が適切な支援に円滑に繋がるこ

とが期待される。今回取りまとめた工程表は、あくまで現時点で考えられる具体策を記載した

ものであり、今後、必要に応じて見直しながら、「プレコンセプションケア推進５か年計画」の確

実な達成に向けて努めていく。 

 

〇 さらに、プレコンセプションケアに関する取組により、個々人の性や健康に関する行動変容

を促すことで、プレコンセプションケア自体は限られた概念であるものの、今の健康、将来の

健康、そして未来の家族の健康がより良いものとなり、就学・就労・妊娠・出産などライフステ

ージを通じて、自身の可能性を広げることにつながる。こうした可能性の広がりが、社会との

相互作用の中で、やがて地域における個々人の活躍の基盤となり、その結果、地域社会全

体の活性化や持続的な活力の向上に寄与するものと考えられる。なお、こうした取組は、女

性活躍・男女共同参画の重点方針 2026（令和８年６月 25 日すべての女性が輝く社会づくり本

部・男女共同参画推進本部決定）などといった政府方針の方向性にも合致するものである。 
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（別紙） 

プレコンセプションケアに関する既存コンテンツ 

 

Web サイト 

（はじめよう プレコンセプションケア - こども家庭庁） 

コンテンツ 投稿数 ターゲット層 概要 

プレコンセプションケア

に関する Web 記事、 

Q&A 

（プレコン dictionary） 

Web 記事：23 投稿 

Q＆A：９投稿 

全世代 Web 記事 

：プレコンセプションケアに関

する基礎知識について、月経

異常、子宮内膜症、不妊、性

感染症、生活習慣（飲酒・喫

煙・栄養等）など、医学的知見

に基づく幅広いテーマを体系

的に解説した記事コンテンツ。 

Q&A 

：月経、妊娠、性行為、避妊、

性感染症、卵子凍結等に関す

る疑問について、正しい知識

を分野別に整理し、簡潔に確

認できる Q&A 形式のコンテン

ツ。 

漫画 

（マンガでプレコン！） 

10 投稿 当事者 月経不調、やせ・肥満、性感

染症、HPV ワクチン、不妊等

のテーマについて、若年層の

日常に即したストーリーを通じ

て、自身の身体や健康への気

づきを促す漫画形式のコンテ

ンツ。 

相談窓口一覧・関連リ

ンク 

４窓口 当事者 性や妊娠に関する相談窓口

に加え、性暴力、緊急避妊、

感染症等に関する公的相談

先や関連情報へのリンクを掲

載し、状況に応じた支援機関

にアクセスできるよう整理した

コンテンツ。 

https://precon.cfa.go.jp/
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プレコンサポーター養

成講座 

基礎編 

：必修講座８講座 

：任意講座 10 講座 

アドバンスト編 

：必須講座６講座 

全世代 プレコンセプションケアに関す

る基礎知識（生殖、 性感染

症、ライフデザイン等）や実践

的内容について体系的に学

ぶことを目的とし、関係者の理

解促進及び普及啓発の担い

手の育成を図る講座。 

メンズプレコン検定 ４パート 当事者 男性のプレコンセプションケア

に関する知識について、クイ

ズ形式で学習・理解度確認が

できる検定型コンテンツ。 

全国のプレコン取組事

例 

12 事例 業務関係者 自治体、企業、教育機関等に

おけるプレコンセプションケア

の取組事例を収集・整理した

コンテンツであり、講義実施、

相談体制の整備、職域での普

及啓発等の具体的な実践例

を示すことで、各地域・機関に

おける取組の参考となるよう

構成したもの。 

 

Instagram（SNS） 

（はじめよう プレコンセプションケア@こども家庭庁(@precon_cfa_jp) • Instagram 写真と動画） 

コンテンツ 投稿数 ターゲット層 概要 

基礎知識 11 投稿 当事者 月経、PMS、不妊、妊娠と年齢、生活習慣

（体重・栄養等）に関する基礎知識につい

て、若年層にも理解しやすい内容で視覚的

に発信するコンテンツ。 

漫画 

（マンガでプレコン！） 

10 投稿 当事者 月経不調、やせ・肥満、性感染症、HPV ワ

クチン、不妊等のテーマについて、若年層

の日常に即したストーリーを通じて、自身

の身体や健康への気づきを促す漫画形式

のコンテンツ。 

ショートドラマ 10 投稿 当事者 月経の悩み、PMS、不妊、カップル間の意

思疎通等をテーマに、日常に即したストー

リーを通じてプレコンセプションケアの考え

方や行動のきっかけを提示する動画コンテ

ンツ。 

専門家対談 ６投稿 全世代 医師が、思春期・若年期における健康課題

や生活習慣、性感染症、妊娠等について

https://www.instagram.com/precon_cfa_jp/
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対話形式で解説し、将来の健康やライフデ

ザインへの理解を促進する動画コンテン

ツ。 

インフルエンサー 

インタビュー 

４投稿 当事者 インフルエンサーと専門家等との対談を通

じて、月経や PMS、受診行動等に関する実

体験や気づきを発信し、同世代の共感を通

じた理解促進を図るコンテンツ。 

プレコン普及啓発動画 １投稿 全世代 プレコンセプションケアの基本的な考え方

について、将来の自分や家族を見据えた

視点からメッセージ性を持って伝える動画

コンテンツであり、幅広い対象に向けた認

知向上を目的とするもの。 

 

YouTube（SNS） 

（はじめよう プレコンセプションケア - YouTube） 

コンテンツ 投稿数 ターゲット層 概要 

長尺 10 投稿 全世代 高校生、大学生、社会人等のライフステー

ジに応じた健康課題や生活習慣、性感染

症、妊娠・ライフデザイン等について、専門

家による解説や対談、講義形式により理解

を深める動画コンテンツ。あわせて、シンポ

ジウムや特別授業の記録も含まれている。 

ショート 31 投稿 全世代 月経、生活習慣、性感染症、妊娠等に関す

る基礎知識や具体的な行動のポイントにつ

いて、専門家解説、ショートドラマ、インタビ

ュー等の形式で、短時間で分かりやすく発

信する動画コンテンツ。 

 

https://www.youtube.com/channel/UCrZTsGTeQummeb-R6rwKZxA


R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

性や健康に
関する正しい
知識の普及と
情報提供

プレコンセプションケア推進に向けた工程表（概要）

【企業・教育機関・自治体等への周知】

年度毎のPDCAサイクル
広告展開（上半期）→広告効果の検証・アクセス分析→Webサイト/SNSの更なる充実（下半期）→認知度調査（年度末）

プレコン宣言（仮称）運動を開始（☆）
プレコンサポーターの取組等を要件に企業・自治体等が宣言

若い世代におけるプレコンセプションケアの概念の認知度

１０％以下 １５％ ８０％

企業におけるプレコンセプションケアに関する取組の実施率

１０％ １８％ ８０％

プレコンサポーターの人数

ー 6,312人 ５万人

Webサイト/SNSアカウント
立ち上げ

【広報事業による普及啓発】

健康経営アドバイザー等研修の学習テーマへの導入検討

〈企業の取組〉

【プレコンサポーター等の人材育成】

出前講座の活用について
文科省と共管の事務連絡発出

出前講座の実態をヒアリング
（自治体、教育機関等）

（プレコンセプションケアに関する適切な理解に係る取組）

教育機関における性や健康に関する適切な理解
に係る効果的な取組について継続的に検討

〈教育機関の取組〉

（出前講座）
専門人材リストの活用の周知と出前講座の教育機関での実施
専門人材リストの活用（☆）を周知するとともに、各自治体が、地域の
教育機関で出前講座を網羅的に実施できるように支援（☆）

好事例の横展開
先進的な取組事例や支援内容等の周知
専門人材リストの作成検討【再掲】

（医療専門職の養成に係る取組）

発達段階に応じた教材の活用、教育関係者への周知

医師・看護師等の養成を行う大学・養成校への周知

専門人材リストの作成/活用（☆）を周知・活用促進
研修・出前講座等における講師の人材リストの作成を検討（関係学会・職能団体等と連携）

プレコンサポーターの活躍支援
・ プレコンサポーターの活用等を要件に「性と健康の相談センター事業」の補助率嵩上げ（☆）
・ プレコンサポーター活用の好事例を横展開
・ スキルアップ講座等の整備

専門人材のニーズをヒアリング
（自治体、教育機関、企業等）

健康経営優良法人の認定を行う際の健康経営度調査（年度毎）
・プレコンの認知度・取組状況の確認を実施

健康経営優良法人認定やえるぼしプラス認定等の取組との連携の可能性の検討

こどもとともに成長する企業の認定の要素
として位置付けることも含めて検討

プレコンサポーター
養成開始

現在

☆はｐ２のプレコンモデルシティ構想につながる取組



R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

性や健康に
関する正しい
知識の普及と
情報提供

相談支援の充実
（一般相談）

相談支援の充実
（専門相談）

自治体・地域
への取組支援

プレコンセプションケア推進に向けた工程表（概要）

若い世代における一般的な相談窓口の認知度

ー １０％ 10０％

プレコンセプションケアに関する専門的な相談ができる医療機関数

（６０機関） （６５機関） ２００機関

診療報酬における評価の必要性等を含めた検討に資するよう、医学
的管理について、支援の事例やエビデンスの整理等を実施

事業の拡充
・ 要件を満たすと国の補助率嵩上げ（☆）
・ 実施主体へ市町村追加
・ 医療機関等に委託する相談支援（☆）

（性と健康の相談センター事業）

一般相談窓口の拡大
全ての指定都市・中核市へ事業実施を促す

思春期健康相談体制の更なる充実（☆）
思春期健康相談を実施するモデル事例を設定するとともに、医療機関へ
の受診の促進につながるような方策を検討

（思春期健康相談体制の整備）

相談窓口拡充のための支援
関係団体・職能団体等が協力可能な医療機関リストを作成の検
討し、相談窓口を拡充

相談窓口の周知
若い世代に対して相談窓口を周知するとともに、周知のための
広報を行う自治体を支援

事業の拡充
・ 要件を満たすと国の補助率嵩上げ
・ 実施主体へ市町村追加
・ 医療機関等に委託する相談支援（☆）
・ 基礎疾患のある妊産婦等への妊娠と

薬に関する相談支援（☆）

（性と健康の相談センター事業）

専門相談窓口の拡大
全ての指定都市・中核市へ事業実施を促す

地方版推進計画の策定（☆）/計画に基づいた自治体の取組
自治体が、地域の実情に応じた「地方版推進計画」を策定し、プレコンの取組を地域の実情に応じて体系的に進める

医療機関等の相談窓口拡充のための支援
関係団体・職能団体等が協力可能な医療機関・助産所リスト
の作成を検討し、医療機関等における相談窓口の拡充

相談窓口の周知
若い世代に対して、性や健康に関する相談窓口（企業や教
育機関等の窓口も含む）を周知するとともに、周知のため
の広報を行う自治体を支援

国の行政機関及び自治体内部（人事部門、企業・教育機
関との関連部門、医療保健部局等）におけるプレコンサ
ポーター養成講座の受講を要請

（自治体職員等の取組）

国の行政機関及び自治体内部（人事部門、企業・教育機関との
関連部門等）についてプレコンの取組内容の見える化（☆）を促す

（地方版推進計画）

各種資材の作成
・ 思春期のこども・保護者向け資材
・ 医療従事者向け手引き

プレコンモデルシティ構想
企業、教育機関等を巻き込み、周知啓発、相談体制等の
整備の取組を体系的（☆の取組を全て実施）に進めた上で、
さらなる先進的な取組を行うモデル自治体を選定して支援

〈自治体等の取組〉

プレコンの取組を一体となって推進（再掲）

国の行政機関及び自治体内部

自治体

企業

教育機関

自治体における性と健康の相談センターの実施率

７４％ ７４％ １００％

現在

☆はｐ２のプレコンモデルシティ構想につながる取組



III.１．性や健康・妊娠に関する正しい知識の積極的な普及と情報提供

項目 指標 策定時（令和7年５月） 現在（令和８年７月） ５年後の目標

プレコンセプションケアに関する知
識の深化

若い世代におけるプレコンセプションケアの概
念の認知度

1割以下 約15%
（※１）

80%

プレコンセプションケアの普及に係
る人材育成

プレコンサポーターの人数 ー 6,312人
（※２）

５万人以上

自治体・企業・教育機関等での
プレコンセプションケアについての
取組のサポート

自治体における性と健康の相談センター事業
の実施率（連携して行う場合を含む）

約74％
（※３）

約74％
（※３）

100%

企業におけるプレコンセプションケアに関する取
組の実施率

約10％
（※４）

約18%
（※４）

80%

III.２．プレコンセプションケアに関する相談支援の充実（一般相談）

若い世代における一般的な相談窓口の認知
度

ー 約10% 100%

III.３．プレコンセプションケアに関する医療機関等における相談支援の充実（専門相談）

プレコンセプションケアに関する専門的な相談
ができる医療機関数

ー
（57機関）
（※５）

ー
（65機関）
（※５）

200以上
（※６）

プレコンセプションケア推進５か年計画 指標一覧
（国が実施する今後５年間の集中的な取組）

※１ 令和８年２月～３月にこども家庭庁が実施した調査で、3,674人（年齢：15―39歳以下）を対象としている。
※２ 令和８年６月30日時点。
※３ 都道府県・指定都市・中核市で実施している自治体が策定時は96/129自治体（令和６年度変更交付決定ベース）、現在も96/129自治体（令和７年度変更交付決定ベース）。

なお、令和８年度から「性と健康の相談センター事業」の実施主体に市町村が追加となったが、本計画においては、都道府県・指定都市・中核市の実施率を指標としている。
※４ 策定時は、令和６年度健康経営度調査に回答した大規模法人3,869社中、現在は、令和７年度健康経営度調査に回答した大規模法人4,175社中。
※５ （括弧）内は妊娠と薬外来の拠点病院の数。
※６ ※５の妊娠と薬外来の拠点病院に加え、基礎疾患のある者や、前回の妊娠で産科合併症や児の合併症を経験した者への相談対応が可能な医療機関を含めた数であり、今後、関係学会・

職能団体等と連携し整備していく。



事 務 連 絡 

                         令和８年８月 14 日 

 

公益社団法人日本医師会 

公益社団法人日本産科婦人科学会 

公益社団法人日本産婦人科医会 

公益社団法人日本小児保健協会  御中 

公益社団法人日本小児科医会    

公益社団法人日本看護協会 

公益社団法人日本助産師会 

公益社団法人日本栄養士会 

 

こども家庭庁成育局母子保健課                                                      

 

 

思春期のこどもが安心して産婦人科を受診できる 

環境づくりのための調査研究結果について（情報提供） 

 

 母子保健行政の推進につきましては、かねてより格段の御配慮を賜り厚く御

礼申し上げます。 

本年１月に、「プレコンサポーター養成講座の開始等について（依頼）」に

おいて、会員への周知を依頼したところです。プレコンサポーターの修了者数

は、７月末時点で、基礎編：7,223 人、アドバンスト編：3,945 人となっており

ます。引き続き、セミナー、出前講座、研修等の企画及び実施、「性と健康の

相談センター」等での専門職による個別相談の実施等にご協力いただける際に

は、養成講座を受講したうえで、実施いただきますようお願いいたします。 

また、令和７年５月に策定した「プレコンセプションケア推進５か年計画」

においては、「特に若い世代の女性において、月経痛等で日常生活に支障が生

じていたり、性感染症への不安があっても、産婦人科を受診することに高い心

理的ハードルを感じている方もいるため、悩みの解消に繋げられるよう、企業

や大学内の保健管理センター等の相談先も含め適切な対処法に関する情報を

提供する。」としているところです。 

 上記を踏まえ、今般、こども家庭庁が実施した、令和７年度子ども・子育て

支援等推進研究事業「思春期のこどもが安心して産婦人科を受診できる環境づ

くりのための調査研究」（事業実施者：PwC コンサルティング合同会社）にお

いて、当事者における産婦人科受診の心理的ハードルを高める要因等を把握す



るとともに、当事者・保護者へのヒアリング調査を踏まえ、思春期のこども及

び医療従事者向けの資材をまとめております。 

つきましては、本通知の内容について、貴会会員に対する周知をお願いすると

ともに、各種資材につきましても、是非活用いただき、思春期のこどもが安心し

て産婦人科を受診できる環境づくりの充実に努めていただきますようお願い申

し上げます。 

 なお、各自治体に対しても、別添のとおり、周知しております。 

 

 

 

  



別添 

事 務 連 絡 

                         令和８年８月 13 日 

  都道府県 

各       母子保健担当部（局）御中 

  市区町村 

 

 

こども家庭庁成育局母子保健課                                                      

 

 

思春期のこどもが安心して産婦人科を受診できる 

環境づくりのための調査研究結果について（情報提供） 

 

 母子保健行政の推進につきましては、かねてより格段の御配慮を賜り厚く御

礼申し上げます。 

本年１月に、「プレコンサポーター養成講座の開始等について（依頼）」に

おいて周知を依頼したところです。プレコンサポーターの修了者数は、７月末

時点で、基礎編：7,223 人、アドバンスト編：3,945 人となっております。引き

続き、職員に対し、「プレコンサポーター養成講座」の積極的な受講を促して

いただくとともに、「プレコンサポーター」による、セミナー、出前講座、研

修等の企画や、SNS 等を活用した発信・周知、住民への相談窓口の周知に取り

組んでいただくとともに、「性と健康の相談センター」等での専門職による個

別相談や出前講座等の企画及び実施においても、「アドバンストサポーター」

を積極的に活用いただくようお願いいたします。 

また、令和７年５月に策定した「プレコンセプションケア推進５か年計画」

においては、「特に若い世代の女性において、月経痛等で日常生活に支障が生

じていたり、性感染症への不安があっても、産婦人科を受診することに高い心

理的ハードルを感じている方もいるため、悩みの解消に繋げられるよう、企業

や大学内の保健管理センター等の相談先も含め適切な対処法に関する情報を

提供する。」としているところです。 

 上記を踏まえ、今般、こども家庭庁が実施した、令和７年度子ども・子育て

支援等推進研究事業「思春期のこどもが安心して産婦人科を受診できる環境づ

くりのための調査研究」（事業実施者：PwC コンサルティング合同会社）にお

いて、当事者における産婦人科受診の心理的ハードルを高める要因等を把握す

るとともに、当事者・保護者へのヒアリング調査を行い、思春期のこども及び



医療従事者向けの資材をまとめております。 

つきましては、本報告書及び各種取材を参照・活用いただき、思春期のこど

もが安心して産婦人科を受診できる環境づくりの充実に努めていただきます

ようお願い申し上げます。 

 なお、将来の妊娠・出産やライフデザインに関心がある男女を対象に、特に、

若年世代を含む国民が、気軽に相談できるよう、身近な地域や機関等における

相談体制の整備を図るため、令和６年度補正予算より、性と健康の相談センタ

ー事業の一部として、「プレコンセプションケアに関する相談支援加算」を創

設しております。併せてご活用いただきますようお願い申し上げます。 

 

【調査研究の主なポイント】 

〇 インターネット調査会社のモニターを対象としたオンラインによるアンケ

ート調査にて、15 歳～30 歳の女性 17,102 名のうち、事前スクリーニングで、

女性特有の症状・悩み・相談ごとがあると回答した 9,287 名を本調査対象とし

て分析した。なお、対象となる症状については、産婦人科に関する症状全般と

するものの、特に一般に起こりやすい症状（月経に関する症状（月経困難症、

月経過多、無月経、月経前症候群（PMS）））に着目することとした。 

〇 上記結果も踏まえ、委員会構成員の当事者３名及び保護者２名へのヒアリ

ングを実施した。 

〇 上記調査及びヒアリングを踏まえ、➀当事者目線の確保、➁信頼性の確保、

③実用性の確保の観点から、以下の各種資材を作成した。 

 

・ 思春期のこどもが必要なタイミングで産婦人科受診ができるよう、医療

機関受診の目安を示す「産婦人科チェックリスト」 

思春期の女子のための産婦人科受診チェックリスト 

 
 

・ 思春期のこどもが産婦人科診察に対する不安を解消するための「産婦人

科診察 Q＆A」 

思春期女子向け産婦人科診察 Q＆A 

https://precon.cfa.go.jp/pdf/jichitai/%E6%80%9D%E6%98%A5%E6%9C%9F%E3%81%AE%E5%A5%B3%E5%AD%90%E3%81%AE%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AE%E7%94%A3%E5%A9%A6%E4%BA%BA%E7%A7%91%E5%8F%97%E8%A8%BA%E3%83%81%E3%82%A7%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88.pdf
https://precon.cfa.go.jp/pdf/jichitai/%E6%80%9D%E6%98%A5%E6%9C%9F%E5%A5%B3%E5%AD%90%E5%90%91%E3%81%91%E7%94%A3%E5%A9%A6%E4%BA%BA%E7%A7%91%E8%A8%BA%E5%AF%9FQ%EF%BC%86A.pdf


 
 

・ 思春期のこどもに寄り添った産婦人科診察ができるよう、当事者や保護

者の声を反映した「医療従事者向けパンフレット」  

 思春期の産婦人科診療に関わる際に配慮すること（医療機関向け） 

    

 

 

（参考）調査結果の詳細等については、下記リンク先にてご覧いただけます。 

https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/track-record/assets/pdf/childcare-

support2025-2-03.pdf 

 

 

 

【照会先】 

こども家庭庁成育局母子保健課 

TEL：03-6862-0413 

E-mail：precon@cfa.go.jp  

 

 

https://precon.cfa.go.jp/pdf/iryou/%E6%80%9D%E6%98%A5%E6%9C%9F%E3%81%AE%E7%94%A3%E5%A9%A6%E4%BA%BA%E7%A7%91%E8%A8%BA%E7%99%82%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%82%8F%E3%82%8B%E9%9A%9B%E3%81%AB%E9%85%8D%E6%85%AE%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%93%E3%81%A8%EF%BC%88%E5%8C%BB%E7%99%82%E6%A9%9F%E9%96%A2%E5%90%91%E3%81%91%EF%BC%89.pdf
https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/track-record/assets/pdf/childcare-support2025-2-03.pdf
https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/track-record/assets/pdf/childcare-support2025-2-03.pdf
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